





























困難度， 椅子からの立ち上がりの圏難度， 10 措段昇り
の困難度)に関するインタビューを実施し，その囲答より




て，握力，開眼片足立ち， tandem balance， functional reach， 
8回足踏み， timed up and go (TUG)，長康体前屈， 5 m 









TUG (cut off値 :7.0秒以下同様) ， 5回椅子立ち上がり
(7.0秒)， 5 11普遥歩行 (3.8秒)， 8屈足踏み (4.3秒)， 




TUG (9.1秒)， 5屈椅子立ち上がり (9.9秒)， 5 11普通
歩行 (4.7秒)の項自について ROC曲線下面積 (AUC= 
O. 7以上)を示した.[結論]本研究で示された身体パフォー
マンス5項目の cut-off1査は，高齢者の身体的虚弱状態をモ
ニターすることが可能であり，適切な身体活動プログラム
開発のための有益な情報提供するになると考えられる.以
上より，一次予防的視点から，身体パフォーマンステスト
は身体的虚弱に陥りやすい高齢者をいち早く発見するため
の客観的スクリーニング法のーっとして有効で、あることが
示唆された.
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